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中国はオウトウ生産量、輸入量とも増加している 

(単位：千トン)（青：生産量、緑：輸入量） 

＜モモ・ネクタリン＞ 

 世界のモモ・ネクタリン

生産量は、中国で増加

したものの、EU、トルコ、

米国で減少したため、前

年と同程度の２，０００万

トンと推測される。貿易

量はベラルーシで輸入

も輸出も大幅に減少す

ることから、全体では減

少すると見込まれる。 

 中国の生産量は、引き

続き増加傾向にあり、前

年を３０万トン上回る１，

３５０万トンと推測される。

この要因の大部分は新

規植栽園が結果年齢に

達するためである。輸出

量は３年連続して過去

最高を記録し、前年を

１．４万トン上回る１０万ト

ンに達する見込である。 

 米国の生産量は６年連

続して減少し、前年を

３．５万下回る８６．３万ト

ンと見込まれる。これは

カリフォルニア種の離核

性のモモで開花が１週

間早く着果が不安定で

あったためと、一部生産

者の報告に見られるよう

に、暖冬と水不足の影

響があったためと見られ

る。また、東海岸の州で

は早春の霜害のため収

量が減少 したよう であ

る。輸出量は若干増の

７．５万トンと予測され

る。これはカナダ向けが

増加したものの、その他

国向けは横ばいであった

ためである。輸入量は４千

トン増の４．２万トンと見込

まれる。チリからの輸入が

増加したためである。 

 EU の生産量は２１．７万

トン減少し、３７０万トンと

見込まれる。これは主要

生産国のスペイン、イタリ

アにおいて天候不順に見

舞われたためである。輸

出は前年を１１％下回る２

６．５万トンと予測される。

これはロシアの輸入禁止

措置が２０１７年まで延長

されたことの影響が大き

い。輸入は域内生産量が

減少したため、若干増の
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３万トンと見込まれる。 

 トルコの生産量は前年を５万トン下回る５１万トンと予測

される。これは北西部の州で春期に凍害が発生したため

である。輸出量はイラク、東欧向けが増加し、新たにロシ

アによる輸入禁止措置の対象国となったにもかかわらず、

前年を４千トン上回る５．５万トンと予測される。 

 チリの生産量は前年を１万トン下回る１３万トンと予測さ

れる。これは新規植栽が収入の多い他の果樹に置き換わ

ったためである。輸出量も比例して減少し、前年を６千ト

ン下回る８万トンと見込まれる。 

 日本の生産量は、栽培面積が減少しているにもかか

わらず、気象災害から回復し、前年を８千トン上回る１３

万トンと見込まれる。 

 オーストラリアの生産量は、国内市場価格が低いこと

と需要が低迷していることから、前年と同程度の９万トン

と見込まれる。輸出は前年を５千トン上回る１．５万トンと

見込まれる。これは、２０１６年５月に署名された中国と

の２国間貿易協定によるところが大きい。輸入も輸出と

同様に増加し、前年を２千トン上回る８千トンと見込まれ

る。増加の原因も輸出と同様、中国との２国間貿易協定

によるものである。 

 ロシアの輸入量は引き続き減少し、前年を２万トン下

回る１８万トンと予測される。これはベラルーシからの輸

入の減少と２０１７年まで延長した同国による特定国を

対象とした輸入禁止措置の影響である。 
 

年産：北半球は１月-１２月。南半球は１１月-翌年１０月。 

 

＜オウトウ＞ 

 世界のオウトウ生産量は、EU とトルコで減少したもの

の、中国で増加したため、前年と同程度の３００万トンと

予測される。貿易量は EU 及び香港で需要が増加した

ため、５万トン増加し、４１．２万トと見込まれる。 

 EU の生産量は、最大の生産国であるポーランド、ス

ペインで増加したものの、イタリア、ギリシャで気象災害

により減少したことから、８．１万トン減少し、６６．５万トン

と予測される。輸出はベラルーシ、モルドバ向けが振る

わず、前年より４０％、１．８万トン減少し、３万トンと見込

まれる。輸入は域内生産が減少したため、トルコからの

輸入が増加し、前年に比べ６０％、２．３万トン増加する

見込だ。 

 トルコの生産量は開花期に霜害に遭遇したため、９万

トン減少し、４７．５万トンと見込まれる。しかし、輸出量

は EU からの需要が高まったため、前年を３０％上回る９

万トンと予測される。 

 米国の生産量は、ミシガン州で回復したものの、ワシ

ントン州で授粉が不良であったため減少し、前年と同程

度の４１．９万トンと予測される。輸出量はアジア向け輸

出が好調であたため、２千トン増加し、７．７万トンと見込

まれる。輸入量は２０１６年上期のチリからの輸入が低調

であったため、若干減の１．３万トンとみられる。 

 中国の生産量は、前年を３０％、７万トン上回る３２万ト

ンと見込まれる。これは新規植栽園が成園に達している

ためと、北部で春の気候が温暖であったためである。輸

入量は前年を若干しか上回らない９．５万トンと予測さ

れる。これは２０１６年度初期にチリ産の輸入量が少な

かったためである。 

 チリの生産量は３．２万トン増加し、１３．５万トンと予測

される。これは、前年の天候不順から低迷していた植栽

が回復したためと、新規植栽園が成園に達しているた

めである。輸出量も中国からの需要が高まっているた

中　国 11,500 11,430 11,900 12,784 13,200 13,500
EU 4,250 3,832 3,731 4,055 3,953 3,736
米　国 1,150 1,039 953 946 898 863
トルコ 520 550 550 500 560 510
アルゼンチン 285 290 292 290 290 290
ブラジル 222 233 218 220 220 220
南アフリカ 157 176 174 170 170 170
メキシコ 167 163 161 160 160 160
チリ 153 149 91 137 140 130
日本 140 135 125 137 122 130
その他 347 327 315 289 287 287
合　計 18,891 18,323 18,509 19,688 20,000 19,996

中　国 9,861 9,733 10,183 10,719 10,914 10,900
EU 3,265 2,704 2,877 2,733 2,817 2,719
米国 632 551 432 472 433 430
トルコ 367 387 396 341 390 335
ブラジル 249 257 237 243 242 240
ロシア 282 295 281 255 229 210
メキシコ 202 194 194 186 186 190
その他 907 953 922 900 857 887
合　計 15,765 15,073 15,522 15,849 16,067 15,910

中国 1,600 1,650 1,680 2,000 2,200 2,500
EU 689 774 558 972 828 762
米国 464 431 459 412 430 400
アルゼンチン 211 211 211 211 211 211
トルコ 120 120 120 120 120 120
オーストラリア 37 37 20 10 10 10
チリ 3 3 3 5 5 5
その他 18 18 15 16 1 4
合　計 3,142 3,244 3,065 3,746 3,806 4,013

ロシア 250 265 248 225 200 180
ベラルーシ 11 22 37 82 170 120
カナダ 51 46 48 40 41 45
米国 47 40 37 23 38 42
カザフスタン 25 31 31 46 37 35
メキシコ 35 32 33 26 26 30
EU 31 32 32 26 28 30
スイス 31 33 32 31 34 30
ウクライナ 40 69 36 42 17 25
ベトナム 21 22 10 16 22 25
その他 124 123 136 107 89 88
合　計 666 713 681 666 701 650

EU 309 366 308 357 297 265
中国 39 47 37 65 86 100
チリ 96 93 43 84 86 80
ベラルーシ 0 3 19 55 150 75
米国 101 97 100 86 73 75
トルコ 33 44 34 39 51 55
南アフリカ 13 14 16 19 20 20
オーストラリア 6 8 7 9 10 15
ウズベキスタン 28 21 15 20 12 15
アルゼンチン 6 7 2 4 1 2
その他 1 2 2 2 2 2
合　計 632 699 583 739 788 704

２０１５/１６

世界のモモ・ネクタリン需給　（単位：千トン）

                2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2016/17
（９月予測）

生産量

生鮮消費量

加工量

輸入量

輸出量
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   め、２．６万トン増の１１万トンと見込まれる。（中国への輸

出量は中国統計の２０１７/１８年産に反映される） 

 日本の生産量は、開花期及び成熟期に好天に恵まれ

たことから、若干増の１．９５万トンと予測される。需要が

停滞していることから、輸入量は前年と同程度の５千トン

と見込まれる。 

 ロシアの輸入量は前年を上回る８万トンと予測される。

これはベラルーシからの輸入が減少するものの、アゼル

バイジャンからの輸入が増加するためである。 
 

年産：北半球は１月-１２月。南半球は１１月-翌年１０月。

中国のネット通販最大手で世界的にもアマゾンに次

ぐ規模を誇っている JD.com 社(中国名：京東商城)の

世界調達部門のトップ Clark Meng 氏は最近、生鮮食

品取扱部門を立ち上げた。同氏は本誌(ASIAFRUIT)と

の単独会見に応じ、同社の戦略を語った。 

問：世界的な e コマース(電子商取引)の大手である

JD.com 社の経営戦略を紹介して下さい。 

Clark Meng 氏：JD.com は、 中国最大のオンライン

小売業者であると同時に、年間顧客数 1 億 7,000 万人

を有し、収益額も最大のインターネット企業です。 

我々は、迅速な配送と商品に対する信頼性の確保

に意を用いてきました。こういった我々の努力を消費者

が経験的に高く評価してくれた結果、オンライン小売

業者として高い評価を得られたと思います。我が社は

注文を受けたら即日あるいは翌日には送り届けるとい

う迅速配送を基本としており、これは国内的にも世界

的にも競合業者が絶対真似出来ないところであると思

います。 

 また我が社は、国産品から輸入品までありとあらゆる

物を取り扱っており、ワインや衣料品から携帯電話や

生鮮果実までと極めて幅広い商品を扱っております。 

 中国の消費者は JD.com の商品の品質は優れたもの

だと信頼しておりますが、これは我々が常に偽物は決

して許さないと厳しく対処してきた結果であると思いま

す。消費者の信頼を確保しているということこそ我が社

の核心的強みなのです。 

問：貴社は最近、生鮮食品や青果物の取扱いに力

を入れていますが、貴社のネット通販においてこれら

はどう位置づけているのですか？ また、将来的にも

重要部門と位置付けている理由は何ですか？ 

CM 氏：JD.com が青果物の取り扱いを始めたのは２

０１２年７月で、これまで順調に拡大を続けていることを

受け、この１月に生鮮食品を専門に取扱う組織を立ち

上げたところです。これにより、消費者需要の動向を適

切に把握し、消費者に高品質な青果物、とりわけ輸入

果実を提供していけると確信しています。 

 食の安全ということは中国の消費者の最重要関心事

でありますが、消費者が青果物については JD.com の

取り扱う物なら安心だ、とわが社の供給網に信頼を寄

せてくれているのです。 

問：JD.com は中国全土に生鮮食品の低温流通配

送センター網の整備を進めており、特に１００億元(１５

億米ドル)を青果物の低温流通網の整備に振り向ける

計画と聞きますが、具体的にどのように整備を進める

予定ですか？ 

CM 氏：我々が進めているのは低温流通網を含む全

体的な生鮮食品の流通網の整備です。我が社は通販

業界のリーダーとして、中小規模の貯蔵施設、巨大貯

EU 834 622 724 758 736 655
トルコ 400 500 510 465 565 475
米　国 404 418 401 462 419 419
中国 210 170 180 220 250 320
ウクライナ 246 245 282 280 280 280
ロシア 267 255 278 278 278 278
ウズベキスタン 88 126 140 140 140 140
チリ 86 65 86 127 103 135
セルビア 119 97 126 126 126 126
シリア 62 82 62 62 62 62
その他 105 104 117 114 115 116
合　計 2,820 2,686 2,906 3,032 3,074 3,006

中　国 224 209 214 280 336 407
EU 530 377 401 422 415 377
ロシア 347 332 363 347 352 358
トルコ 209 289 301 260 341 230
米国 184 214 142 170 171 150
ウクライナ 96 93 126 129 129 129
ウズベキスタン 74 121 123 123 135 110
その他 356 371 359 394 390 397
合　計 2,020 2,005 2,029 2,123 2,269 2,158

EU 314 262 328 339 310 307
米国 169 116 202 218 188 205
トルコ 144 155 155 155 155 155
ウクライナ 147 150 152 150 150 150
中国 10 2 4 5 6 8
チリ 4 4 4 8 6 8
カナダ 4 6 6 5 5 5
その他 2 2 2 2 2 2
合　計 793 697 853 881 821 840

中国 24 42 38 65 92 95
香港 32 46 32 58 63 80
ロシア 80 76 85 69 74 80
EU 40 47 50 42 37 60
カナダ 33 37 25 30 24 30
ベラルーシ 2 3 8 12 44 15
米国 20 13 10 13 14 13
韓国 5 10 9 13 13 10
台湾 12 15 9 12 9 10
日本 10 11 7 5 5 5
その他 7 4 6 4 5 7
合　計 265 304 279 324 379 405

チリ 71 51 67 103 84 110
トルコ 47 57 54 50 69 90
米国 71 101 67 88 75 77
EU 30 30 43 39 48 30
ウズベキスタン 14 5 17 17 5 30
アゼルバイジャン 3 7 4 10 12 20
セルビア 11 11 19 12 8 20
カナダ 7 8 6 9 14 15
ベラルーシ 0 1 3 7 38 10
オーストラリア 1 3 3 4 6 5
その他 16 15 18 12 6 5
合　計 271 288 301 351 362 412

世界のオウトウ需給　（単位：千トン）

                2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 ２０１５/１６
2016/17

（９月予測）
生産量

生鮮消費量

加工量

輸入量

輸出量

中国の電子商取引企業の最新戦略 
ASIAFRUIT 誌（2016 年 7・8 月合併号）
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蔵施設、低温流通配送網、冷蔵・

冷凍食品貯蔵施設等、必要とされ

る施設を整備し、文字通りグロー

バル基準の物流サービスを提供し

ています。 

 我が社としては引き続き低温流

通網の整備を進めるつもりでいま

す。それにより、さらに多くの中国

の消費者が、JD.com の迅速かつ

効率的配送サービスにより、高品

質かつ安全な青果物を手にするこ

とができるようにしたいと考えてい

ます。 

問：JD.com は中国の果実通販

の大手企業である Fruitday 社(中

国名：天天果園)の大株主です

が、両社の提携は今後どうなりま

すか？ 

CM 氏：Fruitday 社は中国にお

ける青果物通販市場の先導的企

業です。一方、JD.com は電子商

取引(e コマース)小売業及び配送

業の分野で業界のリーダーです。

両社の提携は絶妙かつ極めて理

にかなったものです。 

 両社のそれぞれが持つ強みを合

体させ、強力な提携関係を築き上

げることにより、消費者に対する高

品質果実の供給網の拡大を実現

することが出来ます。Fruitday は

我々が造り上げてきた先進的配送

網を活用することにより、同社の事

業展開を全国的に拡大し、中国国

内どこにいる消費者だろうと高品

質果実を手に入れることができる

ようになるでしょう。 

問：昨年 JD.com は、７億米ドル

を投じて中国のスーパーマーケッ

トチェーン Yonghui Store(中国名：

永輝超市)の株式１０％を取得す

ると発表しましたが、これは如何

なる考えに基づくものですか？ 

CM 氏：Yonghui は大規模量販

店チェーンの一角を占め、青果物

分野ではトップグループにありま

す。同社との戦略的提携の目的の

一つは、Yonghui と JD.com が持つ

強みを発揮して消費者の青果物

や食品に対する欲求に対応した

通販のあり方を追求しようということ

です。その他に、O2O※やその他

関係分野の拡大ということもありま

す。 
※ Online to Offline の略。インターネッ

ト等の Online 取引と実店舗での購買を

連携し合うこと。例えば、インターネットで

商品やサービスの詳細をチェックした上

で実際の店舗に赴き商品を購入すると

いったこと。  

問：さらに JD.com は最近、ウォ

ルマート傘下のオンライン食品部

門の Yihaodian(中国名：一号店)※

を JD.com 社の株５％をウォルマ

ートに譲るのと引き換えに買収し

ました。この間の経緯と今後どう

事業展開するのかをお尋ねしま

す。 
※ ２００８年設立の B2C(Business to 

Consumer、一般消費者相手の電子商取

引サービス会社)の食品通販専門店。２０

１５年ウォルマートの１００％子会社にな

り、２０１６年６月ウォルマートは１５億米ド

ルで JD.com に売却。 

CM 氏：ウォルマートとの合意は

オンライン及びオフライン小売業に

関する幅広い内容のものです。 

JD.com は Yihaodian の商権を手に

入れました。今後、Yihaodian が中

国東部および南部に持っている強

いブランド力と高品質食品と家庭

用品分野のブランド力を活用して

これらの分野に食い込み、JD.com

の地理的及び取扱商品分野の拡

大を図りたいと思っています。 

ウォルマートの会員制小売チェ

ー ン で あ る 中 国 サ ム ズ ク ラ ブ

(Sam’s Club China) の 旗 艦 店 を

JD.com に開設する予定です。さら

に、ウォルマートと JD.com は両者

のサプライチェーンを提携・活用し

て、中国全土に幅広い輸入商品を

含めた選び抜かれた商品を供給

することを考えています。 

中国のウォルマートの店舗網

は、JD.com の調査子会社のデー

タによると消費者に好まれる小売

店にリストアップされています。従

って、ウォルマートと JD.com の提

携強化により、ウォルマートへのオ

ンラインアクセスを加速し、消費者

はウォルマートのホームページで

生鮮食品その他様々な選び抜か

れた商品の中から欲しいものを注

文し、２時間以内の配達を受けら

れるようになるでしょう。 

問：JD.com は、生鮮食品供給

網を世界的規模で拡大しようと積

極的ですが、どういう構想です

か？世界的規模での農業生産や

食品加工分野への投資を考えて

いるのですか？ 

CM 氏：確かに我々は、世界的

規模で生鮮食品の生産者や卸売

業者とのビジネスネットワークの拡

充に努めています。それと同時

に、世界の主要市場を代表してい

る貿易関係組織や原産国大使館

とのネットワーク造りにも努めてい

ます。既に我が社は３０以上の業

界組織及び４００以上の海外の供

給業者との関係を構築していま

す。我が社の生鮮食品の調達先

は２０カ国以上に上っています。

２、３の例を挙げると、チリ産のキウ

イフルーツ、米国産オウトウ、豪州

産牛肉等です。これらは JD.com

のオンラインショップで購入出来ま

す。また、我々は JD.com の電子

商取引の専門技術を用いることに

より、海外ブランドについて中国国

内でそのブランドを普及させる手

伝いができると思います。 

問：中国におけるオンライン食

品販売は、ここ数年新規参入業

者の増大からヒートアップしていま

す。既に中国には数千に上るオン

ライン食品小売業者がいて、巨額

の投資が行われていることは周

知の事実です。来年にかけてオン

ライン食品小売業界の再編が行

われると見ていますか？もし再編

は必至と見ているなら、優劣を決

するのは一体何だと考えています

か？ 

CM 氏：ニールセンの調査による

と、中国の青果物の e コマースは

今後３年で爆発的に拡大するだろ

うとされております。ニールセンの

予測するところによれば、２０１８年

の中国での青果物の e コマース取

扱額は１,５００億元(２２４億米ドル)

に達するだろうとしています。現在

e コマースで売られている青果物

は総販売額の僅か１％に過ぎず、
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将来が明るい中国市場の３品目 
ASIAFRUIT 誌（2016 年 7・8 月合併号）

従って、今後の伸び代は巨大なものがあるいえるでし

ょう。我々がいま手掛けている事業はほんの初期段階

なものですが、その実績を見ると手応えを感じていま

す。「JD618」と銘打って毎年６月１８日に行っているセ

ールは今年１３回目を迎えましたが、青果物の注文は

昨年の実に５倍に達しています。消費者の高品質青

果物への需要は依然として急速に増大しています。

我々はさらに多くの消費者が生鮮食品を e コマース

で購入するようになると見ています。 
 

中国市場で需要が拡大している 3 つの品目について

焦点を当てた。 

 

ベリー類（イチゴを含む） 

 今年、成都で開催された「生鮮農産物フォーラム」にお

いて、世界的なベリーの流通業者 Driscoll’s のアジア太

平洋担当副会長は、中国について「現在世界における

最大の成長市場である」と説明している。 

 中国政府によれば、主に１２月から４月に約２００万トン

のイチゴが国内で収穫されており、すでに数量では世界

最大の生鮮イチゴの市場とのことだ。中国のイチゴ市場

規模は約２５億ドルと見積もられているが、カリフォルニ

アは中国市場への参入について大きな関心を持ってい

る。 

 カリフォルニア産のイチゴは年末までには中国市場に

参入を許可されると見ており、同州イチゴ委員会は中国

産を補完できると考えている。というのも、中国の収穫シ

ーズンが終わると同時にカリフォルニアの収穫がピーク

を迎えるからだ。 

 上海の貿易業者は、カリフォルニア産のイチゴはケー

キに使えるので、特に菓子業界からの強い需要があるの

ではないかと期待している。というのも、中国のイチゴは

カリフォルニアのものとは非常に異なり、食用には向く

が、柔らかくて賞味期限が限られているためだそうだ。   

一方、Driscoll’s によれば、ブルーベリーは中国にお

いて、数量は未だ少ないものの、急速に拡大しており、

販売額は総計１億６,０００万ドルと見積もっている。ブル

ーベリーの健康増進効果（特に視力が良くなるという多く

の消費者の認識）及び裕福な中流階級が徐々に高級品

を求めるようになっていることが需要拡大の原動力となっ

ている。認知度は国内生産によって上がっており、米国

ブルーベリー会議の見積もりでは、中国国内で１.５万 ha

植栽され、５月から８月にかけて２万トン程度が収穫され

ているようだ。 

 チリは中国へ直接輸出できる国の一つであり、フロント

ランナーである。中国の全輸入数量（概ね１０月から５月

に輸入される）は、２０１５年に主に海上輸送経由で６,５０

０トンに達した。５年～６年前には海上輸送は危険であっ

たが、技術進歩のおかげで、多くのチリの輸送業者は海

上輸送に自信を持っているそうだ。また、チリは中国との

ＦＴＡ協定を締結しており、関税がゼロである。 

 とはいえ、その他の輸出可能国、特にカナダも中国に

注目している。ブリティッシュコロンビア州では今年は意

欲的な輸出を目指している。しかし、２５％の関税に直面

し、また空輸のため、価格はチリ産よりかなり高い。しか

し、中国産と既存の輸入品の入荷の隙間に参入可能で

きることが大きなアドバンテージと考えている。 

 メキシコはラズベリーとブラックベリーについて中国市

場への参入を確保している。しかし、業界の多くは両品

目の市場が拡大するには時間がかかると考えている。特

にブラックベリーについては消費者の認識が不足してお

り、教育のための努力が求められている。その他の重要

な制限要因はコールドチェーン設備の不足であり、特に

ベリー類はデリケートでダメージに敏感である。25％の

高関税はメキシコ産品にさらなる制約を加えている。 

 

アボカド 

 メキシコ中部を原産とするアボカドはアジアでは日本を

除いて広く消費されていないが、最近変化がおきてい

る。中国の消費者は最近アボカドの味を覚えつつあり、

栄養成分や健康効果について認識し、調理方法等に

ついて学んでいる。 

 アボカドの世界最大の生産国かつ輸出国であるメキシ

コは、１０年間にわたって中国市場への接近を試みてき

たが、３年前までの貿易量は微々たるものであった。中

国市場は最近チリとペルーにも開かれたが、３カ国はそ

れぞれ中国消費者に対してアボカドを紹介するマーケ

ティングプログラムに取組んでいる。彼らの努力は効果

を上げているように見え、２０１６年５月までの１２か月間

で、中国の輸入量は１９,０３３トンに達し、うち７１％がメキ

シコ、２８％がチリ、残りがペルーからの試験的輸入であ

った。 

 アボカド販売会社のアジア販売責任者によると、メキシ

コ産の２０１６/１７年産のアボガドは小さいサイズになりそ

うだ。「中国市場は伝統的に１箱６０個入り、７０個入りが

人気であるため、サイズには問題はないだろう。アボカド

の販売（品種はハスアボカド）は３～４年前から好調にな

った。現在は新シーズンの初期であり、おおむね２０から

２５コンテナの貨物が毎週出荷されている。市場では恐

らく１週間に３０から２５コンテナを安定的に受け入れるこ

とができるだろう」との話だ。 

 中国のアボカド消費は実際にはまだ始まったばかりで

あり、もっと消費者への教育が必要であると輸出会社の

担当者は語っている。同氏によれば、「多くの消費者

は、美味しく食べるためにアボカドをどう扱うかを実際に

は知らない。輸入パートナーを通じて我々は小売りの段

階で取扱説明書を付けた新しい箱を提供し、３個入りの

新しいパッケージも開発している」とのことだ。” 
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と、豪州のパビリオンは存在感が際

立ち、豪州園芸農業革新機構のコ

ーディネーションのもと、見応えがあ

ったという。そして、豪州とニュージ

ーランドはともに重点を欧州からア

ジア市場に移しつつある。 

会期中、南オーストラリア州で柑

橘生産・選果・加工を行っている

Nippy’s Waikerie Producers 社は、

中国向け生鮮カンキツ及びジュース

輸出について、中国の果実貿易企

業 Gold Anda 社を総代理店とするこ

とを発表した。Gold Anda 社は中国

で果実の生産、選果、販売を行って

おり、深圳をベースに中国各地に販

売網を展開している。Nippy’s はネ

ーブルオレンジとバレンシアオレン

ジを全量 Nippy’s ブランドで中国向

けに輸出し、Gpld Anda 社はこれを

受けて Nippy’s ブランドの下に中国

大陸を含め独占的に販売することと

している。この独占販売契約の発効

は来シーズンからと見られている。 

例えば、果実をグッと圧縮した１０

０g のドリンクが３．５～４ドルで売られ

るとすると、加工業者が必要な原料

西洋なしは（わずか）２㎏強ということ

になる。生産者と加工業界との協力

は果汁生産で既にみられ、リンゴ酒

製造でも見られる。しかし、リンゴ酒

製造は量的にまだ少なく、果汁生産

は製造能力が低い状態にある。 

加工向け果実の収益性が見込ま

れなければ、加工向け出荷がスムー

スに行われず、大量の果実が廃棄

処分に回され、豚の餌になるしかな

い。 

 

２．アジア果実見本市の豪州展示 

先週(９月７-９日)香港で開催され

た第１０回アジア果実見本市（ロジス

ティカ）には、３７か国の６６５企業が

参加し、その産品や果実関連サービ

スが展示された。今年は７４か国から

前年を２２％上回る１１,０００人の果

実関係者が訪れた。主催者による

１．リンゴ加工品の高付加価値化 

Apple and Pear Australia Ltd.社

によると、豪州のリンゴ産業は毎年３

０万トンを生産しているが、これは国

内需要を上回る量である。同社によ

ると、「リンゴ産業はもっと付加価値

の高い販路を開拓する必要がある」

とし、リンゴを用いたフルーツバー、

リンゴ酢、サイダー(リンゴ酒)、リンゴ

チップ、リンゴピューレといった豪州

で製造可能性があるリンゴ加工品

向けに生産量の５％を振り向けるこ

とができるという。 

リンゴ産業は、加工向けの原料リ

ンゴ価格の引上げという方法ではな

く、付加価値製品の収益からの還

元の道を探っている。付加価値製

品はジョイントベンチャーから生み

出すことが可能である。現在加工業

者に原料リンゴをトン当たり１００ドル

で引き渡しているとすれば、これを３

００ドル、理想を言えば５００ドルにま

で引き上げて欲しいところである。 

豪州：リンゴ加工品の高付加価値化､アジア果実見本市で豪州展示ほか 
豪州現地情報調査員 トニー・ムーディー

 アボカドが健康に良いことは、販売

の非常に重要な推進力であり、健康

食品ストアーで販売される「アボカド

シェイク」は起爆剤となっているよう

だ。 

 別の輸出業者は、小売業者が健康

効果を推奨しているので、アジアにお

いては需要が毎年増大しているが、

更なるなる成功のためには組織化さ

れた販売促進キャンペーンが重要で

あると感じている。「１５年前、カリフォ

ルニアアボカド委員会とメキシコの業

界が北米におけるボカドの販売促進

活動を行い、年間５０万トンを販売す

る市場に発展させた。同様のプログラ

ムを新たにアジアでも導入する必要

がある」とのことだ。 

 

キウイ 

 中国は、世界最大のキウイ販売会

社であるゼスプリにとって、今年、日

本を上回る最大の輸出市場になりそ

うだ。事実、中国はゼスプリの輸出市

場として順位を上げて来ており、現

在年間販売量の５分の１を占めて

いる。中国への輸出量は今年３

０％増加し、２,４００万トレイになると

予想されている そして、全国的な

販売ネットワークを強化しつつあ

る。 

 中国の消費者は、健康的で、高

級ブランドの生鮮農産物に対し、

強い欲求を持っており、ゼスプリは

現在中国において最も認知された

果実ブランドの一つである。キウイ

の国内及び国際的な供給業者は

ゼスプリの成功から学ぼうとしてい

る。チリのキウイ業界が最近新しい

ブランド Chichi を売り出した。国内

の業者も独自のブランド構築する

ための等級付けやパッキング施設

に投資している。 

 キウイの原産地として中国はすで

に世界の生産量の半分を占めてい

る。ゼスプリでは、中国の生産量を

１３０万トン（３億８,０００万トレイ相

当）、栽培面積を１２０,０００ha と見積

もっている（ゼスプリ自体は１２,５００

ha、１億４,０００万トレイ）。中国の生

産量の増加は大変革をもたらす可

能性がある。 

 ゼスプリの執行役員は、「数年前、

中国に植えられているキウイの３０％

はまだ結果樹でなく、将来予測され

る生産量は驚くべきものだ、と推測

をした。今後、中国の生産量は倍増

し世界の生産量の３分の２になる可

能性がある」と語っている。同氏は、

「中国のキウイ業界は現在、小規模

な経営から近代的で洗練された経

営への転換点にある」とも語ってい

る。 

 中国業界の発展により、品質の改

善、食品安全、ＩＰ保護等の課題は

管理しやすくなるだろう。ゼスプリの

将来にとっては、中国国内の生産を

同社のビジネスにいかに統合できる

かが、大変に重要な問題である。 

 

現地報告 
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タイ：果実輸入販売会社が販促費を投入ほか 
タイ現地情報調査員 坂下 鮎美

フランス：減農薬栽培の認証制度 
フランス現地情報調査員 佐川 みか

フランスでは減農薬栽培を促

進するために、農業省がエコフィ

ト計画、農業経営体環境証明制

度を設置した。２００７年の９月と１

２月に開催された環境グルネルと

呼ばれる討論会で、行政、市民

団体、有識者、職能団体の代表

が集まって、環境保全について

突っ込んだ話し合いが行われ、

農業部門では有機農業と減農

薬・減エネルギー農業を促進す

ることが決められ、後者の具体策

として上記の措置が設けられた。 

 

二番目の「農業経営体環境証

明」は健全な経営と持続的発展

の両立を目指す農家を認証する

制度で、参加は任意。三段階で

構成されている。第一段階は EU

農業補助金の受給に課せられた

環境条件と同程度の条件が尊守

されているかを細かい質問を通じ

て農業者に確認させるもので、第

二段階に進むための基礎とな

る。第二段階と第三段階の認証

には、有機農業と同様、農業省

の認可を受けた独立検査機関の

検査を受ける。個人でも、集団で

も申請できる。第二段階は、①生

物多様性の促進、②農薬取り扱

い管理、③均衡のとれた施肥、

④水資源の保護の４つの分野の

１６の条件が要求される。第三段

階は第二段階の１６の条件をもっ

と厳しくした A オプションと、投入

財（農薬だけでなく燃料、種、輸

送費なども含む）の割合（売り上

げ高の 30％以下）、農地面積、

環境構造で判断する B オプショ

ンがある。２００７年当初は２０１８

年までに全フランスの農業経営

体の半数を第三段階に導くことを

目標とした。第三段階には経済的

援助もあるが、２０１６年１月現在で２

８６戸しか認証されていない。 

 

有機農業者団体や緑の党はこの

制度に批判的である。「減らすべき

農薬量の目標が明確でない」「第二

段階についてはグリーンウォッシュ

（環境保全に努めているという宣伝）

に過ぎない」「この制度に使われる

予算を有機農業の促進に使うべき

だ」といった批判である。地域レベ

ルでは有機農業と勢力争いもあるよ

うだ。しかし、有機栽培農家が、生

物多様性や水源保護などの条件を

満たして、第三段階の認証を受けた

例が数戸あり、対立しているばかり

ではない。 

 

果実生産部門では２０１３年に第

二段階の認証を得た果樹園数が飛

躍的に増加した。フランス最大手の

リンゴ・西洋ナシ生産者組合である

ANPP（会員１３００戸）は、１９９０年

代から減農薬を奨励してきたことも

あり、この認証制度が設けられた２０

１０年から、早速、第二段階を目指

して独自の憲章（規則）を作成し、２

０１３年２月に＜責任を持つ果樹園

＞の名称で集団認証を得た。収穫

前１ヶ月は農薬処理をしない、成熟

した果実を手で収穫する、果樹園か

ら小売までトレーサビリティーを確立

することなども保証している。また、

加盟果樹園の７０％がフェロモントラ

ップを採用している。その他、赤グ

モ（ハダニ類）の防除にカブリダニ等

を導入して、殺虫剤を全く使わない

果樹園が増えている。有益な昆虫、

鳥（シジュウカラなど）、コーモリの居

心地を良くする工夫もしている。今

年から＜責任を持つ果樹園＞のロ

ゴが商業的に使えるようになり、マ

クドナルド社はこのロゴのついた

生鮮リンゴをパックに入れている。

後に参加したモモ生産者団体な

ども加えると、現在＜責任を持つ

果樹園＞は、リンゴを 95.7 万トン

（仏産の６０％）、西洋ナシ 4.3 万ト

ン、モモ・ネクタリン11万トン（同約

半分）、アンズ 4.5 万トン（同 3 分

の 1）を生産している。農薬の使用

量は１０％程度減ったらしい。一

方、＜独立ワイン生産農家連盟

＞は、２０１４年までに会員の２６％

が有機栽培、9.1％が第二段階ま

たは第三段階の認証を受けた。２

０１７年には第三段階を 22.4％に

増やす目標を掲げている。この組

織は、自家製ワインを直売する７０

００戸の農家からなり、フランスの

大都市で年２回、各４日ほど開催

される試飲即売会は盛況である。 

 

エコフィト計画は、研究・実験・

普及活動を軸として、研究所や農

業会議所などを支援するものであ

る。自主的に減農薬に向けた工

夫をしたい農家を審査の上で選

び、支援する制度（デフィー）も設

けている。２０１５年には１９００戸が

参加している。エコフィト計画は２

００８年に始まり、２０１８年までに

国内農薬使用量の半減を目標と

していたが、農薬使用量はむしろ

増えたため、２０１４年に見直し、２

０２５年を目標として出直した。新

計画では農業者や農薬販売業者

などに減農薬のための免許制を

設置することにした。現在実施方

法が検討されている。いずれかの

機会に、この計画について取り上

げたい。 
 

【2016 年 10 月の為替は 1 バーツ

＝約 2.9 円】 

外国産果実の輸入・販売大手

のワッチャモン・フード社社長ウィパ

ウィー・ワッチャラーコーン女史は、

同社の販促費に 3,000 万バーツの

予算を組んでいるとのことである。

同社は新規顧客の獲得や顧客満

足度の維持のために、毎年５０以
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香港で日本産の果実価格が上昇 
ASIAFRUIT 誌(2016 年 9 月号)

 香港で日本産の食品価格が着

実に上昇しているそうだ。この原因

は中国本土から大量買いを行って

いるためだとのことである。中国本

土からの客は、香港九龍地区の油

麻地から高級品を大量に買い付

トピックス 

（公財）中央果実協会 

編集・発行所 

公益財団法人 中央果実協会 

〒107-0052 

東京都港区赤坂 1-9-13 

    三会堂ビル 2 階 

  電話  (03)3586-1381 
  FAX   (03)5570-1852 

 

編集・発行人 
   今井 良伸 

 印刷・製本 

     (株)丸井工文社 

 
 

毎日くだもの200グラム運動 

 
 

当協会のwebサイト 

www.kudamono200.or.jp 

 

本誌について、ご質問、お

気づきの点、ご意見がお

ありになる場合や、転載

を希望される場合には、

上記にご一報下さるよう

お願いいたします。より

一層有益な情報発信に努

めて参ります。 

 

 

本誌の翻訳責任は，

(公財）中央果実協会に

あり、翻訳の正確さに関

して、 ASIAFRUIT は一

切の責任を負いません。 

香港の公設市場(街市)で売

られていたシャインマスカッ

ト 

上のイベント等に参加することを経

営指針における戦略の要としてお

り、これが功を奏し、今年９ヵ月まで

の売上は前年同時期と比較すると

１０％の成長を遂げたという。 

現在、同社の主な顧客層は３タ

イプで、モダントレード(スーパーや

コンビニエンスストアなどの近代的

流通形態）が６０％、卸売業者が３

０％、ラオス、ミャンマー、カンボジ

アの近隣国の市場が１０％となって

いる。同社では、今年第４四半期

にニュージーランドからブドウ、リン

ゴ、キウィ等の新たな品種の果実

を輸入し、大型ハイパーマーケッ

ト、テスコ・ロータスとの協力で｢Win 

a trip to New Zealand｣と題して、抽

選で３組にニュージーランド旅行が

当たるキャンペーンを実施する予

定である。 

ウィパウィー女史によれば、同社

の昨年度の売上は２５億バーツ

で、前年と比較すると１０％の伸び

であった。今年の売上は２７-２８億

バーツ程度と予測している。現在、

同社は主にニュージーランド、米

国、アフリカ、ペルー、チリから果

実を輸入している。主要果実はブ

ドウ(４０％)、リンゴ(３０％)、イチゴ、

チェリーなどのベリー類(５％)、タン

ゼリン(２５％)の４種類で価格は、例えば

ブドウなら５０-６０バーツ/kg から５００-６

００バーツ/kg まで様々な価格帯となっ

ている。 

現在、タイにおける外国産果実の輸

入市場規模は１００億バーツ以上となっ

ており、成長を続けている。外国産果実

の輸入・販売業者は大規模業者が２

社、売上は年間およそ１０億バーツ以上

となっており、中規模業者が７-８社、年

間売上は４-６億バーツ、小規模業者が

およそ１００社、年間１億バーツ以上の

売上を維持している。果実の輸入販売

業は容易に参入できる事業であること

から、これまで多くの新規参入企業があ

り、競争が激しいため、価格が不安定で

ある。このため、原価を下回った価格で

販売せざるをえない場合もあり、十分な

運転資金がなければ直ぐに損失がでる

事業である。特に今年は経済や国民の

購買力が低迷しているため、困難なこと

も多い。しかし、ウィパウィ女史によると、

近年、国民の健康意識が高まり、野菜

や果実の消費が増加しているとのこと

で、外国産輸入果実市場は成長を続け

ているという。これまで、こういった意識

は高齢者のみにしか見られなかった

が、最近では 30-40 代の世代の消費者

にこのような傾向が現れているとのこと

である。 

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2014年 6.01 6.50 7.34 7.42 7.10 5.62

2015年 8.51 9.35 9.79 9.75 9.59 10.00

2016年 10.43 10.54 9.75 9.33 10.35 11.95

7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

5.76 6.07 6.62 7.28 8.16 8.63 6.88

10.56 10.79 11.26 11.85 12.18 10.52 10.35

12.22 11.50 10.89

出所：農業経済局　単位：バーツ/ｋｇ

加工用パインアップル（未選）の月別農家庭先価格(20１４年1月～2016年9月）

け、ドラックで本土に輸送しているそう

だ。特に人気の商品は日本産の青ブド

ウ(訳注：シャインマスカットと推測され

る)で、５００ｇ当たり２５０香港ドル(約３２５

０円)するというが、中国本土でのオンラ

イン販売価格の約半値とのことだ。 
 


